
■

あ
の
日

足
が
ガ
タ

ガ
タ
震
え
怖
か
っ
た

あ
れ
か
ら
４
年
が
経
つ
が

今
も
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。

そ
の
日
、
私
は
石
巻
国
道
維

持
出
張
所
長
で
定
年
１
年
前

だ
っ
た
。
３
月
１
１
日
（
金
）
、

午
後
２
時
４
６
分
。
Ｍ
９
．

０
最
大
震
度
７
の
巨
大
地
震

が
発
生
し
た
。
そ
し
て
テ
レ

ビ
を
見
る
と
巨
大
津
波
が
。

出
張
所
前
の
北
上
運
河
を
逆

流
し
、
タ
イ
ヤ
や
車
と
共
に

流
さ
れ
て
い
く
人
。
「
助
け

て
く
れ
」
。
何
も
で
き
な
か

っ
た
。
足
が
ガ
タ
ガ
タ
震
え

た
。
怖
か
っ
た
。
石
巻
市
内

中
心
部
は
津
波
に
襲
わ
れ
ガ

レ
キ
と
化
し
た
。

東
北
大
槻
専
従
副
委
員
長

■
震
災
発
生
時
の
こ
と
・

五
つ
の
決
意

ユ
ニ
オ
ン
の
名
に
恥
じ

な
い
よ
う
に
頑
張
る

出
張
所
に
は
職
員
と
業
務

委
託
者
あ
せ
て
１
１
人
い
た

が
全
員
無
事
だ
っ
た
。

「
こ
れ
か
ら
先
は
大
変
な

作
業
が
長
く
続
く
」
「
全
員

の
安
全
や
健
康
管
理
が
一
番
」

「
自
分
の
兄
弟
、
息
子
、
娘

の
よ
う
に
守
ろ
う
」
そ
う
決

心
し
た
。
具
体
的
に
は

①
こ

れ
か
ら
の
業
務
は
安
全
を
第

一
優
先
に
す
る
。
②
上
部
機

関
か
ら
の
安
全
無
視
の
命
令

は
断
る
。
③
勇
み
足
は
し
な

い
。
④
怒
鳴
っ
た
り
危
険
な

指
示
は
し
な
い
。
⑤
何
で
も

言
え
る
環
境
を
つ
く
る
。
災

害
対
応
時
に
必
ず
発
生
す
る

組
織
内
リ
ス
ク
の
回
避
で
あ

る
。
出
張
所
長
の
肩
書
き
で

は
弱
い
、
「
ユ
ニ
オ
ン
の
名

に
恥
じ
な
い
よ
う
に
頑
張
る
」

は
そ
の
決
意
の
表
れ
で
あ
る
。

（
ユ
ニ
オ
ン
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
Ｏ

１
６
７
号
（
２
０
１
１
．
３
．

１
６
）
）

■
東
北
地
方
整
備
局
の
評

価
と
課
題
は

東
北
地
方
整
備
局
は
、
負

傷
者
の
救
命
、
救
援
物
資
の

輸
送
の
た
め
「
く
し
の
歯
作

戦
」
や
「
防
災
ヘ
リ
３
７
分

後
緊
急
発
進
」
等
の
活
躍
が

新
聞
・
テ
レ
ビ
等
の
報
道
さ

れ
大
き
な
評
価
を
受
け
た
。

し
か
し
労
働
組
合
の
立
場
と

し
て
は
、
問
題
が
あ
る
の
で

指
摘
し
て
お
く
。

第
１
点
は
、
大
震
災
は
勤

務
時
間
内
に
発
生
し
た
こ
と

が
あ
る
意
味
幸
運
だ
っ
た
。

夜
間
・
休
日
等
で
職
員
不
在

の
場
合
の
方
針
を
検
討
す
る

必
要
が
る
、
増
員
に
よ
る
体

制
強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

第
２
点
は
、
「
く
し
の
歯

作
戦
」
も
「
防
災
ヘ
リ
３
７

分
後
緊
急
発
進
」
も
防
災
官

庁
と
し
て
、
当
た
り
前
の
こ

と
と
思
っ
て
い
る
人
は
多
い
。

第
３
点
は
、
職
員
・
作
業

員
の
安
全
管
理
が
不
十
分
な

問
題
で
あ
る
。
大
津
波
警
報

が
解
除
さ
れ
な
い
中
で
の
啓

開
作
業
と
、
福
島
第
一
原
発

事
故
に
よ
る
避
難
指
示
及
び

(

震
災
二
日
後
日
和
山
よ
り
石

巻
市
内
を
臨
む
大
槻
氏
撮
影)

健

康

管

理

で

は

、

安

全

健

康

管

理

よ

り

作

業

を

優

先

し

た

問

題

が

あ

る

。

第

４

点

は

、

災

害

対

策

本

部

（

本

局

）

に
お
け
る
、

冷

静

沈

着

な

指

揮

・

命
令
が
行
わ
れ
た
の
か
検
証

を
す
べ
き
で
あ
る
。
政
府
、

政
治
家
、
本
省
か
ら
ど
の
よ

う
な
指
示
な
り
要
請
が
あ
っ

た
の
か
。
そ
れ
を
受
け
て
指

揮
官
が
ど
う
判
断
し
結
論
を

出
し
た
の
か
。
こ
れ
が
一
番

大
切
な
記
録
な
の
で
あ
る
。

災
害
対
策
室
は
「
戦
場
と
化

し
」
「
上
位
下
達
」
が
常
態

化
す
る
。
改
善
す
べ
き
こ
と

は
あ
る
に
違
い
な
い
。
是
非

公
開
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ

る
。第

５
点
は
、
「
船
頭
多
く

・
・
」
の
実
態
の
改
善
で
あ

る
。
こ
こ
２
０
年
間
の
職
員

数
は
、
厳
し
い
定
員
削
減
の

中
で
あ
っ
て
も
本
局
が
６
１

名
も
増
え
て
事
務
所
、
出
張

所
が
大
き
く
減
っ
て
い
る
。

今
回
の
未
曾
有
の
被
害
を
も

た
ら
し
た
、
大
震
災
の
教
訓

か
ら
、
事
務
所
や
出
張
所
を

増
員
し
な
い
の
か
大
き
な
疑

問
が
あ
る
。

■
大
震
災
か
ら
４
年

今
、
東
北
地
方
整
備
局
で
何

が
起
き
て
い
る
か

東
北
地
方
整
備
局
で
は
、

平
成
２
５
年
度
か
ら
現
在
ま

で
の
間
に
「
１
５
名
の
在
職

死
亡
」
が
あ
り
、
通
年
の
倍

以
上
で
あ
る
。
年
代
別
に
は

３
０
歳
代
２
名
、
４
０
歳
代

８
名
、
５
０
歳
代
５
名
。
死

亡
は
大
震
災
か
ら
２
年
、
３

年
経
過
し
て
お
り
、
震
災
関

連
死
や
カ
ロ
ー
死
で
は
と
思

わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、

パ
ワ
ハ
ラ
も
発
生
し
て
い
る
。

職
員
の
命
と
健
康
を
守
り
、

明
る
く
働
き
や
す
い
職
場
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

■
人
を
大
切
に
し
、
原
発

廃
止
で
豊
か
な
国
土
を

組
織
は
人
で
あ
る
が
、
「
上

司
は
部
下
を
支
え
」
「
部
下
は

上
司
を
信
頼
」
そ
う
し
た
関

係
の
構
築
こ
そ
最
も
必
要
な

こ
と
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
復
興
は
多
く
の
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。
い
つ

終
わ
る
の
か
分
か
ら
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
国
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
防
災
だ
け
で
は

不
十
分
で
、
原
発
廃
止
で
安

全
安
心
な
豊
か
な
国
土
を
つ

く
る
こ
と
が
真
の
復
興
で
は

無
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
強

く
思
う
４
年
で
あ
る
。
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北上運河が逆流、人や車が！
足がガタガタ震えた

４
年
前
の
今
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
教
宣
部
は
、
当
時
石
巻
国
道
維
持
出
張
所
長
で
あ

り
、
震
災
の
当
日
よ
り
そ
の
復
旧
・
復
興
の
最
前
線
に
立
た
た

れ
て
い
た
現
東
北
支
部
大
槻
専
従
副
委
員
長
に
４
年
前
を
振
り

返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

被
災
直
後
の
気
仙
沼
国
道
維
持
出
張
所
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人
類
は
、
核
廃
棄
物

の
最
終
処
理
の
手
段
を
持

っ
て
い
な
い
の
で
す
。

未
曽
有
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
４
年
が
た
ち
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ま
な
お
多
く
の

被
災
者
が
厳
し
い
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
、
先
の
見
え
な

い
苦
し
み
の
も
と
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
被
災
者
に

対
す
る
「
補
償
」
の
打
ち
切

り
が
画
策
さ
れ
る
な
ど
ひ
ど

い
仕
打
ち
も
続
い
て
い
ま
す
。

４
年
前
北
陸
の
女
性
職
員

は
「
悔
し
い
。
も
っ
と
反
原

発
の
運
動
を
強
め
て
い
れ
ば
」

と
悔
し
涙
を
流
し
、
関
東
の

男
性
職
員
は
「
だ
ま
さ
れ
て

い
た
。
原
発
は
安
全
で
な
い

し
、
経
済
的
で
な
い
し
、
環

境
に
優
し
く
な
い
し
、
な
く

て
も
国
民
生
活
は
大
丈
夫
だ

っ
た
」
と
酒
を
飲
む
度
愚
痴

り
悪
酔
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
国
民
は
「
原
発
で

な
く
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
」
を
希
望
し
、
少
な
く

な
い
政
党
も
主
張
を
変
え
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

ス
イ
ス
を
は
じ
め
世
界
の
国

々
で
も
原
発
か
ら
撤
退
す
る

流
れ
が
大
き
く
な
り
、
世
界

一
の
原
発
大
国
の
フ
ラ
ン
ス

で
さ
え
縮
小
の
方
向
で
す
。

職
場
で
は
、
復
旧
工
事
に

全
国
の
職
員
が
東
北
に
派
遣

さ
れ
、
そ
の
後
も
多
く
の
職

員
が
復
興
作
業
の
た
め
出
向

し
て
い
ま
す
。
当
該
地
整
の

東
北
で
は
職
員
自
ら
も
被
災

し
家
族
も
心
配
な
中
で
も
昼

夜
を
分
か
た
ぬ
復
旧
・
復
興

作
業
を
続
け
ま
し
た
。

当
時
の
東
北
支
部
大
槻
中
執

は
「
ユ
ニ
オ
ン
の
名
に
恥
じ

な
い
よ
う
が
ん
ば
る
」
と
不

眠
不
休
の
作
業
を
続
け
ま
し

た
。
多
く
の
職
員
が
そ
う
で

し
た
。
そ
ん
な
東
北
地
整
で

は
、
２
０
１
３
～
１
４
年
の

二
年
間
で
１
５
名
の
在
職
死

亡
が
で
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
安
倍
内
閣

は
、
国
民
多
数
の
「
原
発
な

く
せ
」
と
い
う
声
を
無
視
し
、

「
原
発
利
益
共
同
体
」
の
意

向
に
沿
っ
て
、
中
長
期
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
指
針
と

な
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
で
、
原
子
力
発
電
を
「
重

要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」

と
位
置
づ
け
「
安
全
が
確
認

さ
れ
た
原
発
は
再
稼
働
す
る
」

と
述
べ
、
新
た
な
「
安
全
神

話
」
で
原
発
再
稼
働
に
乗
り

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

ら
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
、

原
発
の
輸
出
の
先
頭
に
も
立

っ
て
い
ま
す
。

国
民
の
生
命
や
生
活
が
「
原

発
利
益
共
同
体
」
の
犠
牲
に

な
り
ま
す
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
を
「
廃
炉
、
代
替
え

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
」
と

切
り
替
え
る
べ
き
で
す
。
原

発
と
そ
の
廃
棄
物
を
孫
の
代

に
残
さ
な
い
。
そ
れ
が
、
今

生
か
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
の

役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原発事故を天災で
済ませるの？

政府や東電の事故に対する姿勢に
「誠実さ」を感じられません。それ
は、安全神話をまき散らし原発推進
をしてきた政府が自らの責任を曖昧
にするのと同時に、東電の責任を放
置しているからです。その結果、い
まだに東電が「安全より儲け優先の
企業体質」から脱せず、小手先の対
策でウソにウソを塗り重ね、社会的
責任を放棄し事故対応に積極的にな
っていないのです。
地震が原因で原発事故が発生した

とするなら、これまで安全神話をま
き散らしてきた政府や東電に責任が
あり、巨大津波に事故原因があるの
なら、東電が１５メートルを超える
大津波が遡上する可能性があると２
００８年春に試算しながら、津波対
策強化を取ってこなかったことやそ
の指導をしなかった政府に責任があ
り、どちらにしても政府と東電に事
故責任があることは明白なのです。
政府と東電は自らの責任を明確に

し、真摯に復旧・復興、補償対策を
行うべきです。

原発とその廃棄物を孫の代まで残さない
それが私たちの役割

原発利益共同体

原子力建屋は、鹿島・大林・大成・竹中・清水の大手ゼネコンが特命随
意契約（これまでの原発建設費用１３兆円）。原子炉メーカーは、三菱重
工・東芝・日立製作所で独占、さらに、日立製作所とゼネラルエレクトリ
ック、そして東芝とウェイティングハウスとの提携により支えられるアメ
リカの原子力産業も参入(GE・WH の外国企業)。原発を支持するグループ
の力は強大。このグループには、電力会社、東芝や三菱などの原発製造会
社、電力会社に対して融資している大手銀行、そしてそれらの広告に依存
しているメディアなどが含まれる。政治家は彼らにすり寄る。

職
員
は
国
民
の
生
命
や
生
活
を
守
る
た
め
不
眠
・
不
休
の
活
動

政
府
は
原
発
再
稼
働
に
邁
進

東電の賠償金
国民の税金から

東京電力は福島第 1原発事故
の賠償資金として、政府の原子
力損害賠償・廃炉等支援機構か
ら２０１４年９月現在４兆３７
５６億円受け取っています。こ
れらの資金は、復興税として所
得税の２．１％が全ての勤労国
民から集められた税金や、各電
力会社等で組織する「賠償支援
機構」から拠出されていますが、
この資金は電力料金に上積みさ
れており、結局これも国民が支
払っていることになります。
その一方で、東電の２０１３

年度の内部留保は、３．５兆円
に上っています。


